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昨年の総合防災訓練の様子 昨年の総合防災訓練の様子 

●地震の揺れと想定される被害 

震度０ 

震度１ 

震度２ 

震度３ 

震度４ 

震度５（弱） 

震度５（強） 

震度６（弱） 

震度６（強） 

震度７ 

人は揺れを感じない。 

屋内にいる人の一部がわずかな揺れを感じる。 

屋内にいる人の多くが揺れを感じる。つり下がって 
いる電灯などがわずかに揺れる。 

屋内にいるほとんどの人が揺れを感じ、棚の食器が 
音を立てることがある。 

眠っている人のほとんどが目を覚まし、部屋の不安 
定な置物が倒れる。歩行中の人も揺れを感じる。 

家具が移動したり、食器や本が落ちたり、窓ガラス 
が割れることもある。 

タンスなど重い家具や、外では自動販売機が倒れる 
ことがある。自動車の運転は困難。 

立っていることが難しい。壁のタイルや窓ガラスが 
壊れ、ドアが開かなくなる。 

立っていられず、はわないと動くことができない。 
重い家具のほとんどが倒れ、戸がはずれて飛ぶ。 

自分の意志で行動できない。大きな地割れや地すべ 
り、山崩れが発生する。 

特集 

　
「
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
い 

わ
れ
て
い
る
東
海
地
震
。
岐
阜
県
独
自
の
調 

査
に
よ
る
と
、
土
岐
市
内
の
一
部
地
域
で
は
、 

震
度
６
弱
（
左
表
参
照
）
の
激
し
い
揺
れ
も 

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
い
ま 

一
度
、
地
震
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ 

ん
か
。 
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日
本
に
地
震
の 

　  

安
全
地
帯
は
な
い 

家
族
会
議
を
開
こ
う 

   

　
地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生 

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
最
近
で 

は
、
七
月
下
旬
に
宮
城
県
北
部
で 

連
続
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
住 

民
が
被
災
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
地
震
が
発 

生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に 

食
い
止
め
る
は
、
一
人
ひ
と
り
が 

慌
て
ず
に
、
適
切
な
行
動
を
と
る 

こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が
日 

ご
ろ
か
ら
地
震
に
つ
い
て
関
心
を 

持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち 

着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
心
構 

え
を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

   

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
最
も
頼
り 

に
な
る
の
は
、
や
は
り
家
族
で
す
。 

　
月
に
一
回
程
度
、
家
族
そ
ろ
っ 

て
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し 

ょ
う
。
　 

⑴
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担 

を
決
め
ま
し
ょ
う 

▼
消
火
器
、
救
急
医
薬
品
、
非
常 

　
食
な
ど
を
誰
が
点
検
し
て
お
く 

　
か
？ 

▼
避
難
す
る
と
き
、
誰
が
何
を
持 

　
ち
出
す
の
か
？ 

▼
火
元
を
誰
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の 

　
か
？ 

▼
幼
児
や
高
齢
者
の
避
難
補
助
の 

　
役
割
分
担
は
？
　
な
ど 

⑵
家
屋
の
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク 

し
ま
し
ょ
う 

　
私
た
ち
が
で
き
る
最
も
手
軽
で 

有
効
な
地
震
対
策
は
、
家
具
の
転 

倒
・
落
下
な
ど
の
防
止
で
す
。 

家の中の安全対策 
家具は、畳の上でなく板の間 
に置き、背の高いものは、Ｌ 
字金具や支え棒で固定する。 

ガラスには、飛散防止フィルムを貼る。 

カーテンは、防炎加工のもの 
に取り替える。 

ストーブは、耐震自動消化 
装置付きにし、周囲に燃え 
やすいものを置かない。 

家具の上に重いものや危険なものを置かない。 
滑りやすい家具の脚には、 
滑り止めの器具を付ける。 

家具と壁・柱の間にすき間がある 
と倒れやすいので、板などを差し 
込んで、寄りかかるように固定す 
る。 

●家具は、人の出入りの少ない部屋にまとめて置く。 
●避難時の通路となる玄関や廊下などには、家具や荷物 
　は置かない。 
●寝室、お年寄りや子どものいる部屋には、大型の家具 
　を置かない。 

逃げ場となる 
安全な空間を 
つくっておこう 

タンス・本棚　Ｌ字金具や支え 
棒などで固定し、２段重ねタイ 
プの場合は、つなぎ目を金具で 
連結する。衣類や本は、重いも 
のを下に、軽いものを上に置く。 

テレビ　家具の上などは避け、低 
い位置に固定して置く。上には水 
槽など水の入ったものを置かない 
（割れると感電事故や故障の原因 
に）。 

照明器具　１本のコードでつる 
すタイプのものは、鎖と金具を 
使って数カ所止める。蛍光灯は、 
蛍光管の両端を耐熱テープで止 
めておく。 

食器棚　Ｌ字金具や支え棒で固定し、棚板に 
滑りにくい材質のシートやふきんを敷き、食 
器類の飛び出しを防ぐ桟（さん）を付ける。扉 
は、開かないように留め金具を付け、ガラス 
には、飛散防止フィルムを貼る。 

家具の転倒や落下を防ぐポイント 

取り組みましょう 
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⑶
非
常
持
ち
出
し
品
の
チ
ェ
ッ
ク 

を
し
ま
し
ょ
う 

　
家
族
構
成
を
考
え
な
が
ら
、
必 

要
な
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
を
チ 

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
（
左
表 

参
照
）。 

⑷
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
、
避
難 

場
所
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ 

う 　
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た 

と
き
の
連
絡
方
法
や
、
避
難
場
所 

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
避
難
コ
ー
ス
の
危
険
個 

所
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
、
で
き 

れ
ば
休
日
な
ど
を
利
用
し
、
家
族 

で
下
見
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

●非常持ち出し品のチェック項目 

飲料水・水筒 

食 料 品 

医 薬 品 

貴 重 品 

ヘルメット・防災ずきん 

手 　 袋 

マッチ・ライター 

ろ う そ く 

懐 中 電 灯 

ラ ジ オ 

乾 電 池 予 備 

衣 　 類 

毛 　 布 

ナイフ・缶切り 

一人１日3ℓが目安。2～3日は自力で生活することを考えて。 

消毒薬、傷薬、胃腸薬、脱脂綿、ばんそうこう、包帯など。 

現金のほか、預金通帳や印鑑など。 

落下物から頭を保護するものを、すぐ取り出せるように。 

ガレキの撤去や救助に、軍手などの厚手のものを用意。 

湿気やガス切れに注意。防水マッチなども市販されている。 

濡れないように、ビニール袋に入れて保管する。 

夜間、すぐに手が届くところにも置いておく。 

情報収集に欠かせない。懐中電灯と一体型のものもある。 

ラジオや懐中電灯に使用するものを多めに。 

セーター・ジャンパー・下着など。雨具やタオルも用意。 

寝袋や、体温を逃がさないサバイバルシートなども重宝。 

十徳ナイフなどの多機能ナイフが便利。 

缶詰・ビスケット・チョコレート・インスタントラーメン 
（赤ちゃんのいる家庭は、粉ミルク・ほ乳びん）など。 

※定期的に保存状態や使用期限を点検し、新しいものと取り替えましょう。 

地
震
発
生
！！ 

そ
の
と
き
ど
う
す
る
？ 

　
最
初
の
一
分
間
は
、
身
の
安
全 

確
保
が
第
一
。
慌
て
な
い
で
、
冷 

静
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

     

身
の
安
全
を
守
る 

　
大
き
な
揺
れ
が
続
く
の
は
、
せ 

い
ぜ
い
一
分
間
程
度
。
急
い
で
テ 

ー
ブ
ル
、
机
、
ふ
と
ん
な
ど
の
下 

に
も
ぐ
り
ま
し
ょ
う
。
慌
て
て
外 

に
飛
び
出
さ
な
い
こ
と
が
大
切
。 

  

火
の
始
末
な
ど
を
す
る 

　
揺
れ
が
小
さ
い
と
き
は
、
直
ち 

に
ガ
ス
な
ど
の
火
を
消
し
、
電
気 

器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
と
と 

も
に
ブ
レ
ー
カ
ー
も
切
り
ま
し
ょ 

う
。
揺
れ
が
大
き
い
と
き
は
、
揺 

れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
行
動
を
。 

  

脱
出
口
を
確
保
す
る 

　
ド
ア
や
窓
が
変
形
し
て
開
か
な 

く
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、 

揺
れ
の
合
間
を
み
て
ド
ア
や
窓
を 

開
け
て
、
逃
げ
道
を
確
保
し
て
お 

き
ま
し
ょ
う
。
　 

  

危
険
な
と
き
は
避
難
す
る 

　
避
難
指
示
が
あ
っ
た
と
き
は
、 

急
い
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
指
示 

が
な
く
て
も
、
激
し
い
揺
れ
で
家 

具
が
倒
れ
る
な
ど
の
危
険
を
感
じ 

た
と
き
や
、
火
災
が
発
生
し
て
初 

期
消
火
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、 

直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

正
し
い
情
報
を
集
め
る 

　
災
害
時
に
は
誤
っ
た
情
報
が
流 

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後 

の
対
処
を
間
違
わ
な
い
た
め
に
も
、 

ラ
ジ
オ
な
ど
で
正
し
い
情
報
を
入 

手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

地
震
発
生
！
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大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し 

た
場
合
、
電
話
の
不
通
、
火
災
の 

同
時
多
発
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な 

り
、
消
防
署
な
ど
の
行
政
機
関
だ 

け
で
は
対
応
で
き
な
い
状
態
に
な 

る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
個
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て
も
、 

一
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
か 

え
っ
て
危
険
に
見
舞
わ
れ
る
場
合 

も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
家
族
は
も 

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆
さ
ん 

が
協
力
し
合
っ
て
災
害
に
対
処
す 

る
組
織
（
自
主
防
災
組
織
）
が
重 

要
と
な
り
ま
す
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地 

域
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
初
期
消 

火
を
し
た
事
例
や
、
救
助
活
動
で 

多
く
の
人
命
を
救
っ
た
事
例
な
ど 

が
多
数
見
ら
れ
、
地
域
の
自
主
的 

な
防
災
活
動
の
大
切
さ
が
改
め
て 

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
自
主
防
災
組
織
の
モ
デ
ル
ケ
ー 

ス
と
し
て
、
泉
町
久
尻
区
の
取
り 

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

今
だ
か
ら
こ
そ
、 

  

あ
な
た
の
地
域
に 

　
自
主
防
災
組
織
を
！ 

    

　
泉
町
久
尻
区
は
、
今
年
の
一

月
に
、
自
主
防
災
組
織
を
正
式

に
発
足
し
ま
し
た
。 

　
現
区
長
の
山
村
誠
司
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

●
組
織
を
つ
く
る
た
め
に
か
か

っ
た
期
間
な
ど
は
？ 

　
準
備
に
は
、
お
よ
そ
半
年
間

か
か
り
ま
し
た
。
月
に
二
回
、

町
内
会
長
以
上
の
役
員
が
集
ま

り
、
資
料
を
持
ち
寄
っ
て
話
し

合
い
ま
し
た
。 

　
区
内
に
は
住
民
が
何
人
住
ん

で
い
る
の
か
、
避
難
所
は
何
人

収
容
で
き
る
の
か
、
各
町
内
が

持
つ
救
急
に
関
す
る
備
品
・
器

材
の
状
況
、
井
戸
の
有
無
な
ど

を
こ
と
細
か
く
調
べ
ま
し
た
。 

　
組
織
と
し
て
、
各
町
内
が
動
き 

や
す
い
組
織
づ
く
り
（
右
図
参
照
） 

を
心
掛
け
ま
し
た
。 

●
今
後
の
課
題
は
？ 

　
区
民
の
さ
ら
な
る
意
識
向
上
が

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、 

六
月
に
は
、
各
町
内
会
長
さ
ん
に

町
内
の
消
火
設
備
の
再
点
検
を
お 

願
い
し
ま
し
た
。
七
月
に
は
、
心 

肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
た
め
の
普 

通
救
命
講
習
を
、
役
員
の
皆
さ
ん 

で
受
講
し
ま
し
た
。
今
後
、
女
性 

部
の
皆
さ
ん
も
受
講
す
る
予
定
で 

す
。
ま
た
「
地
震
体
験
車
」
を
使 

っ
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
地
震
の 

震
度
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
さ
ら
に
九
月
に
は
、
実
際
 

に
こ
の
組
織
を
使
っ
た
防
災
訓
 

練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
、
 

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
意
識
が
、
最

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
◇
 

　
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
、
自
主

防
災
組
織
を
自
分
た
ち
の
手
で

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

　
自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
こ

と
は
、
北
消
防
署
（
☎
　
０
１

１
９
）
・
南
消
防
署
（
☎
　
０

１
１
９
）
へ
、
防
災
全
般
に
関

す
る
こ
と
は
、
市
役
所
総
務
課

（
内
線
２
２
４
）
へ
ど
う
ぞ
。
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